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≪解禁≫ 
テレビ・ラジオ 3月30日（金）17:00 
インターネット  3月31日（土） 0:00 
新聞       3月31日（土）朝刊 



組織改正 
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１ 文化・スポーツ に関する施策の推進体制の強化 

２ 環境・エネルギー 関連施策の推進体制の強化 

３ その他 （環境・産業・交通等関連部門） 

総合計画２０１１に掲げた施策を推進するとともに、 

喫緊の課題に対応するために必要な体制整備を行います。 



「文化・スポーツ部」の設置 ① 
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文化・スポーツに関する施策を幅広く展開していくため、関連業務を 

「文化・スポーツ部」に一元化し、充実・強化します。 

都道府県の文化・スポーツ担当部局の中では
もっとも広い範囲をカバー 

☞ 文化財の保護や学校体育以外の「文化・スポーツ」に関することを 
 教育委員会から移管することに加え、以下の分野も担当。 
 

・障害者と高齢者の文化・スポーツ 

・博物館・美術館や図書館の管理運営 

・フィルムコミッション、「Ｊ１サガン鳥栖」支援 



◎ くらし環境本部 

  ○ 文化・スポーツ部 

     スポーツ課 

     文化課 

        世界遺産登録推進室 

     まなび課 

教育委員会 
  ・生涯スポーツ／競技力向上 
  ・生涯学習（推進） 
  ・図書館先進県づくり 
  ・博物館等の施設の管理運営 

知事部局 
  ・アスリート支援／プロスポーツ 
  ・障害者・高齢者の文化・スポーツ 
  ・フィルムコミッション 
  ・文化芸術／世界遺産推進 
  ・生涯学習（総括） 

１２８人 

「文化・スポーツ部」の設置 ② 
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「文化・スポーツ部」の規模は、１２８人 

  （教育委員会から ９６人 移管） 



☞ 専任の組織を設置し、世界遺産

登録の前提となる国史跡指定手続き、

保存管理計画の策定、バッファゾーン

設定等の作業を進めていきます。 

「世界遺産登録推進室」の設置 
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「三重津海軍所跡」の平成２７年の世界遺産登録を目指し、 

推進体制を強化します。 



☞ 太陽光、ＥＶ関連業務を、くらし環境本部
（地球温暖化対策課）から農林水産商工本部
へ移管します。 
 
☞ 農林水産商工本部において、県内産業面
への波及効果を得ていくとともに、新たな産業
の種を育てていきます。 

☞ くらし環境本部の環境部門は、地球温暖化対策及び環境保全関連業務に 

 特化します。 

「新エネルギー課」の設置 
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産業の基盤や国民生活を支えるエネルギー関連業務を農林水産 

商工本部に一本化し、関連施策を総括的に立案・実施していきます。 



環境部門、産業部門の再編 
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「地球温暖化対策課」 「循環型社会推進課」の再編 

「新エネルギー・産業振興課」 「基礎科学・新領域振興室」の再編 

☞ 環境部門全般のマネジメント力を強化するため、「地球温暖化対策課」、 

「循環型社会推進課」及び「環境監視指導室」を、「環境課」と「循環型社会推進課」

に再編します。 

☞ 新しい産業の創出、基礎科学の振興のための体制を整備するため、 

「新エネルギー・産業振興課」と「基礎科学・新領域振興室」を再編し、 

「新産業・基礎科学課」を設置します。 



交通部門等の再編 
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「空港・交通課」 「新幹線活用・整備推進課」の再編 

「施設整備室」の設置 

☞ 「空港・交通課」、「地域交通対策室」及び 

 「新幹線活用・整備推進課」を、  

 ＬＣＣなどの空港業務に特化した「空港課」と、 

 新幹線と身近な交通との連携強化を図る 

 「新幹線・地域交通課」に再編します。 

☞ 県有施設の耐震化計画の確実な推進など、公共施設の

安全・安心を支える体制強化を図るため、「建築住宅課」内に

「施設整備室」を設置します。 



人事異動 
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２ 新規採用者数の大幅増 

３ 多様な人材の確保 

１ 人事異動の概要 



人事異動の概要 
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異動者の総数は１，１８８人 

年 度 異動者総数 （実質異動者数） 

H24.4.1 1,188人 （  946人） 

H23.4.1 1,191人 （   991人） 

H22.4.1 1,323人 （1,080人） 

H21.4.1 1,298人 （1,020人） 

H20.4.1 1,366人 （1,094人） 



新規採用者数の大幅増 
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平成２４年４月１日付け新規採用者数 １０３人 
   （大卒程度 ８８人  高卒程度 １５人） 

年 度 新規採用者数 

Ｈ２４（今回） １０３人 

Ｈ２３ ５１人 

Ｈ２２ ４１人 

Ｈ２１ ４２人 

Ｈ２０ ６７人 

※知事部局採用者数が１００人を超えるのは、平成６年度採用以来１８年ぶり 



多様な人材の確保 
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「行政特別枠」 「Ｕ・Ｉターン枠」新規採用者が大幅に増加 

年 度 特別枠 Ｕ・Ｉターン 合計 

H24.4.1 １４人 １３人 ２７人 

H23.4.1  ４人  ５人  ９人 

H22.4.1  ４人  ２人  ６人 

H21.4.1  ３人  ３人  ６人 

民間企業を志望するような人材を募る「行政特別枠」と、民間企業で

多様な経験を積んだ人材を対象とする「Ｕ・Ｉターン採用枠」での新規

採用者数は合計２７人 



多様な人材の確保 
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＜採用決定者のプロフィール＞ 

 ➣ＪＩＣＡボランティア派遣歴 

   【派遣先】タンザニア  【分野】理数科教師 
   【期  間】平成21年6月～平成23年6月 

都道府県で初めて 「ＪＩＣＡ枠」 を創設、１名を採用 

※この他に、Ｕ・Ｉターン採用にＪＩＣＡ経験者１名 （派遣先・・・パナマ、ラオス） 

＜創設の経緯＞ 

 ➣ＪＩＣＡボランティアを通して培われた 

    ・困難な状況を克服する意欲と情熱 
    ・柔軟な思考と行動力 
    ・多様な文化や価値観を理解・容認し、相手との信頼関係を築ける 
     コミュニケーション能力 
  等を有する人材を求め、「ＪＩＣＡボランティア経験者枠」を創設 

＜受験申込み状況＞ 

 ➣２７名が応募 



（参考） 
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本庁と現地機関の交流 

年 度 本庁→現地 現地→本庁 交流率 ※ 

H24 １５５人 １２１人 ２９．２％ 

H23 １４２人 １６２人 ３０．７％ 

H22 １７１人 ２０３人 ３４．６％ 

H21 １４８人 １３９人 ２８．５％ 

H20 １６７人 １５３人 ３０．３％ 
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